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問社会教育課（☎0854‐83‐8128）

　2019年（令和元年）まで三瓶山西の原（三瓶山西の原クロスカントリーコース）で実施していた三瓶高原クロ
スカントリー大会を５年ぶりに開催します。これまでは８月に開催していましたが、熱中症予防のため10月に開
催します。個人種目に加え、団体（チーム）種目や県内のゆるキャラによる50ｍ走対決も実施します。ご自分の
走力にあった種目でご参加ください。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

～教育委員会の取り組み紹介～

《市ホームページ》
募集要項

※　詳しくは市ホームページをご覧
いただくか、下記までお問い合わせ
ください。

「大田市スポーツ協会」に名称変更！
　全国的な流れと、さらに活動の輪を広げていくために「大田市体育協会」から名称を
変更しました。

お知らせ

2024年（令和６年）７月１日㈪～９月20日㈮

高校生以下：1,500円　一般：3,500円

申込期間

申込方法

種　　目

参加料

インターネットによる申し込み（ランネット）
郵便振替による申し込み

【個人の部】午前
　小学生の部／１㎞（各学年 男・女）
 ２㎞（４～６年の各学年 男・女）
　中学生の部／２㎞（各学年 女子）
 ３㎞（各学年 男・女）
　高校生の部／３㎞、５㎞、８㎞（各 男・女）　
　一般の部　／２㎞、３㎞、５㎞、８㎞（各 男・女）
　ウォークランの部／１㎞（未就学児は保護者同伴）
【チームの部】午後
　15㎞リレー（２～６名のチーム）
　男性の部・女性の部・男女混合の部・ファミリーの部

　教育委員会では、大田市の特色ある教育活動を、さまざまな形で情報発信しています。大田市の教育について
「市民の皆さんに広く知っていただきたい。関心をもっていただきたい。関わっていただきたい。そして、子ども
たちの応援団として健やかな成長を一緒に見守り、育んでいただきたい」と思っています。
　そこで、今回はスポーツ・芸術分野などの魅力ある４つの取り組みについて紹介します。
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問学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8179）

　『全国伝建保存地区協議会』出席の
ため、５月に長野県長野市戸隠地区
を視察しました。

◇国内外で活躍する和楽器ユニット　「ＡＵＮ＆ＨＩＤＥ」 民音学校コンサート！

問教育委員会総務課（☎0854‐83‐8119）

問学校教育課（☎0854‐83‐8160）

◇東京演劇集団「風」公演開催！

問学事・魅力化推進室（☎0854‐83‐8179）

武田 祐子 教育長
（徒然日誌から）

　学校や地域の魅力的な行事やイベ
ントについて、活動の様子を情報発
信していきます。

情報発信担当
学校教育課　福代　航大

教育部ホームページ

教育長 徒然日誌

　令和３年度から毎年２月を「おおだ教育月間」と定めて、さまざまな取り組みをおこなっています。期間中に
は「知る・考える・つながる」をテーマに「おおだ教育フェスタ」を開催し、大田市の教育の取り組みや各教育
機関の活動報告、講演会、展示などをおこなってきました。
　『市民の皆さんに大田市の教育について知っていただき、「おおだ教育フェスタ」にもっと多くの皆さんにご来
場いただきたい』という思いから、今年度は開催時期を10月に変更し、国立三瓶青少年交流の家の「さんべ祭」
に併せて開催することとしました。
　「さんべ祭」の会場に、大田市の教育に関する展示や体験活動などのブースを設け、市民の皆さんをはじめ、
市外の皆さんにも大田市の教育について知っていただく機会にしようと計画しています。
　10月20日は、「さんべ祭」・「おおだ教育フェスタ」＆「クロスカントリ―大会」に、ぜひお越しください。

　10月23日、市内小学校で開催される民音学校コンサート
（主催：一般財団法人 民主音楽協会）では、三味線や和太鼓
の生演奏だけでなく、和楽器演奏に触れる体験も予定されて
います。

　12月９日、昨年に引き続き、東京演劇集団「風」の公演
「ジャンヌ・ダルク-ジャンヌと炎」（学校における文化芸術
鑑賞、体験推進事業）が大田西中・温泉津小・仁摩小の３校
合同事業として、温泉津総合体育館にて開催されます。

　教育委員会では、市ホームページや市Facebookなどで、さまざまな取り組みを情報発信しています。
また、教育長の日々の活動をお伝えする「教育長　徒然日誌」も併せて更新中です！

過去の「ＡＵＮ＆ＨＩＤＥ」
民音学校コンサートの様子
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国保だより①

国保だより 第19号　令和６年７月
大田市国民健康保険（市民課）

令和６年度の保険料率が決まりました
保険料額は、次の料率により算出し、所得割額・均等割額・平等割額を合計したものです。

令和６年度　大田市の平均保険料額（年額）

医療分

医療分 介護分

所得割

均等割

平等割

賦課限度額

一世帯あたり

一人あたり

9.4/100

27,300円

18,060円

65万円

91,765円

65,000円

26,824円

19,000円

―　　　　

23,000円

2.7/100

7,920円

5,280円

 24万円

2.4/100

9,300円

4,500円

 17万円

介護分 内容後期高齢者
支援金分

後期高齢者
支援金分

令和５年度　県内８市の医療費などの状況（年額）

　大田市の平均保険料額は、保険料
総額を国保加入世帯数または被保険
者数で割り、算出しています。
　40歳から64歳は、医療分・後期高
齢者支援金分に加えて介護分の納付
が必要です。

項目 大田市

世帯あたり

一人あたり

松江市 浜田市 出雲市 益田市 安来市 江津市 雲南市

（単位：円）

一人あたり

保
険
料

医
療
費

保険料：令和５年度医療分見込み　　医療費：令和５年度分見込み

87,021

60,807

549,820

88,062

61,845

486,305

71,533

52,100

560,069

104,955

69,976

513,967

94,470

65,747

490,835

106,181

71,422

534,714

82,727

60,736

633,953

98,138

67,763

539,513

国保加入者の前年の所得に
応じて計算します

国保加入者の人数に応じて
計算します

一世帯ごとの料額です

区分ごとの負担上限額です
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国保だより②

令和６年度制度改正について

入院時生活療養費（食費）の標準負担額（令和６年６月１日変更）　※１食あたり

　65歳以上の人が療養病棟に
入院したとき。
（かっこ内は医療機関の施設
区分により異なる。）

490円(450円)

230円

140円

460円(420円)

210円

130円

～令和６年５月 令和6年6月～

・下記以外の人

・低所得者Ⅰ

所得区分

・住民税非課税世帯(オ)
・低所得者Ⅱ

「所得割額」および「被保険者均等割額」のうち、以下の免除期間分の保険料を減額します。
・単胎妊娠の場合　４か月：出産（予定）日の前月から、出産（予定）日の翌々月まで
・多胎妊娠の場合　６か月：出産（予定）日の３か月前から、出産（予定）日の翌々月まで
※　出産とは妊娠85日以上の分娩をいい、死産、流産（人工中絶含む）及び早産の場合も対象。

軽減基準額 　国民健康保険料軽減（５割軽減・２割軽減）の対象となる所得の基準が引き上げられまし
た。区分ごとの基準額は下表のとおりです。

※１　給与所得者等とは…一定の給与所得者（給与収入55万円超）　または
　　　　　　　　　　　　公的年金等の支給（60万円超（65歳未満）または110万円超（65歳以上））を受ける者
※２　被保険者等とは　…国民健康保険の被保険者　および
　　　　　　　　　　　　国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、継続して同一の世帯に属する者

軽減区分 令和５年度
（改正前）

令和６年度
（改正後）

７割軽減

５割軽減

２割軽減

43万円＋10万円×（給与所得者等（※１）の数－１）

43万円＋29万円×被保険者等（※２）の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

43万円＋53.5万円×被保険者等の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

43万円＋29.5万円×被保険者等の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

43万円＋54.5万円×被保険者等の数
＋10万円×（給与所得者等の数－１）

賦課限度額

　後期高齢者支援金分保険料の賦課限度額が
引き上げられました。
　区分ごとの負担額は右表のとおりです。

保険料区分

医 療 分

後期支援金分

介 護 分

令和６年度
（改正後）

令和５年度
（改正前）

65万円

17万円

22万円 24万円

産前産後期間の保険料免除（令和６年１月１日施行） 令和５年11月以降に出産（予定含む）した
被保険者の保険料が対象

490円(280円)

230円

180円

110円

460円(260円)

210円

160円

100円・低所得者Ⅰ

過去12か月の入院日数が90日を超える

所得区分 ～令和６年５月 令和6年6月～

・下記以外の人（かっこ内は一部の場合）

過去12か月の入院日数が90日まで・住民税非課税世帯（オ）
・低所得者Ⅱ

入院時食事療養費の標準負担額（令和６年６月１日変更）　※１食あたり
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該当者へ個別にご案内しています高額療養費 手続きをお忘れなく

マイナ保険証を利用すれば、事前の手続きなく、高額療養費制度における限度額を超える支払いが免除されます。
限度額適用認定証等の事前申請は不要となりますので、マイナ保険証をぜひご利用ください。

自己負担限度額（月額）

【70歳未満】

・カッコ内の金額は、過去12
　か月以内に高額療養費の支
　給が４回以上あったときの
　４回目以降の限度額です。

【70歳以上】

・カッコ内の金額は、過去12
　か月以内に★１の限度額を
　超えた高額療養費の支給が
　４回以上あったときの４回
　目以降の限度額です。

・★２　年間（８月～翌年７
　月）の外来分にかかる自己
　負担の限度額は144,000円
　です。

医療費が842,000円を超えた場合は
超えた部分の１％を加算

所得901万円超

所得210万円以下

所得
600万円超901万円以下

所得
210万円超600万円以下

ア

イ

ウ

エ

住民税非課税世帯

課税所得690万円以上Ⅲ

オ

所得区分

所得区分 外来限度額
（個人）

外来＋入院限度額★1
（世帯）

限度額

住
民
税
課
税
世
帯

住
民
税
課
税
世
帯

現
役
並
み
所
得
者

252,600円（140,100円）

医療費が558,000円を超えた場合は
超えた部分の１％を加算

167,400円（93,000円）

医療費が267,000円を超えた場合は
超えた部分の１％を加算

80,100円（44,400円）

医療費が842,000円を超えた場合は
超えた部分の１％を加算

252,600円（140,100円）

課税所得380万円以上Ⅱ 医療費が558,000円を超えた場合は
超えた部分の１％を加算

167,400円（93,000円）

課税所得145万円以上

一般（課税所得145万円未満）

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

Ⅰ 医療費が267,000円を超えた場合は
超えた部分の１％を加算

80,100円（44,400円）

18,000円★2
年上限144,000円

57,600円
（44,400円）

24,600円

15,000円
8,000円

57,600円（44,400円）

35,400円（24,600円）

●２年以内に手続きを
　ひと月の医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担限度額を超えた分が高額療養費として払い戻され
ます。大田市では、高額療養費が発生した場合に、該当する人へご案内しています。
　２年以内（保険給付を受ける権利が時効により消滅する前まで）に手続きをしてください。

●医療費が高額になる場合
　病院などで医療費を精算する際に、あらかじめ支払額を自己負担限度額で止めたい場合は、
　限度額適用認定証　または　限度額適用・標準負担額減額認定証　の提示が必要となります。
　払い戻しや限度額適用認定証等の交付は、市民課または各支所で手続きをしてください。
　※　医療機関の窓口での提示が「保険証兼高齢受給者証」のみで済む場合もあります。
　　　詳細はお問い合わせください。
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マイナ保険証※をぜひご利用ください令和６（２０２４）年１２月２日から
現行の保険証は発行されなくなります

必ず受けよう！

家計にやさしいお薬、知っていますか？

受診期間　６月～12月 自己負担金　無料特定健診

ジェネリック医薬品

お問い合わせ

ご注意ください

※　保険証利用登録がされた個人番号カード
　 （マイナンバーカード）のこと

大田市国保が実施する「人間ドック（脳・外来）」を受診する人は、
特定健診を受けられません。

　「ジェネリック医薬品」とは後発医薬品のことです。
　先発医薬品（新薬）と同じ有効成分で、価格が安く設定されています。
また、すべてのジェネリック医薬品は、厚生労働省の品質基準を満たして
おり、安心して服用できます。ジェネリック医薬品を利用することで、患
者さんの自己負担を軽減するだけでなく、一人ひとりの節約が国全体の医
療費の節約となり、医療保険制度を守り続けることにもつながります。
　大田市国保では、先発医薬品を利用した人のうち、ジェネリック医薬品
に切り替えが可能な人に対して、切り替えた場合の自己負担軽減見込額を
計算して通知しています。
　ジェネリック医薬品を希望される場合は、医師・薬剤師にご相談ください。

○資格・給付に関すること　市民課保険年金係　☎0854‐83‐8154
○保険料算定に関すること　税務課市民税係　　☎0854‐83‐8022
○保険料納付に関すること　税務課収納管理係　☎0854‐83‐8026
○マイナンバーカードに関すること
　　　　　　　　　　　　　政策企画課　　　　☎0854‐83‐8005
○温泉津支所　市民生活課　☎0855‐65‐3934
○仁摩支所　　市民生活課　☎0854‐88‐2113

　特定健診の対象は40歳以上の国民健康保険加入者です。
　５月下旬に、黄色い封筒で「特定健診受診券」を送付しています。
　特定健診は、生活習慣病の前段階であるメタボリックシンドロームを発
見するための検査です。腹囲の測定などにより、メタボリックシンドロー
ムに該当する人とその予備群となる人を早期に発見し、改善の指導をおこ
なうことを目的として、各医療保険者により年１回実施されます。
　生活習慣病にならないためにも、まずは特定健診を受けましょう。

●マイナ保険証を利用するメリットは？
①過去の手術以外の診療・お薬・特定健診情報をもと
に、より適切な医療を受けられます。
②限度額適用認定証等の事前申請が不要となります。

〔本人の同意があれば医療機関と情報共有ができ、上
記①②の対応が可能となります。〕
③紙の保険証と比べて医療費が20円節約できます。
④マイナポータルで、お薬・特定健診・医療費通知情
報等が閲覧でき、自身の健康管理に役立ちます。

●健康保険証はいつまで使えますか？
　令和６年８月１日以降に発行する大田市国保の被保
険者証の有効期限は、最長で令和７年７月31日です。

（各保険者で異なります）
●マイナ保険証を保有していない場合は？
　「資格確認書（現在の健康保険証に代わるもの）」が
発行済み保険証の有効期限が切れる前に交付されます
ので、引き続き医療を受けることができます。
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早
速
で
す
が
「
骨
粗
鬆
症
」
と

い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
す
か
？
骨

が
脆
く
な
り
、
骨
折
し
や
す
い
状

態
に
あ
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
整

形
外
科
医
は
骨
折
の
治
療
だ
け
で

な
く
、
骨
折
を
予
防
す
る
こ
と
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
が
骨
粗
鬆
症
の
早
期
発
見
と

早
期
治
療
で
す
。

　
日
本
で
は
、
骨
粗
鬆
症
の
患
者

数
は
推
計
１
５
９
０
万
人
と
言
わ

れ
て
お
り
、
３
対
１
の
比
率
で
女

性
に
多
く
、
60
歳
代
で
５
人
に
１

人
、
70
歳
代
で
３
人
に
１
人
、
80

歳
代
で
は
２
人
に
１
人
が
骨
粗
鬆

症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

骨
粗
鬆
症
に
よ
る
大
腿
骨
近
位
部

骨
折（
太
も
も
の
付
け
根
の
骨
折
）

患
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
年
間

約
20
万
人
の
人
が
発
症
し
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、

65
歳
以
上
で
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
か
た
の
原
因
と
し
て
「
転
倒
・

骨
折
」
が
24
・
6
％
、
つ
ま
り
介

護
が
必
要
な
か
た
の
４
人
に
１
人

が
、
骨
折
に
起
因
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

骨
粗
鬆
症
の
検
診
率
は
全
国
平
均

で
も
5
・
3
％
と
非
常
に
低
く
、

さ
ら
に
島
根
県
は
全
国
で
最
も
検

診
率
が
低
い
県
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
簡
単
な
自
己
診
断
方
法
の
一

つ
に
身
長
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

若
い
頃
（
20
〜
25
歳
頃
）
と
比
較

し
て
３
㎝
以
上
身
長
が
縮
ん
で
い

れ
ば
骨
粗
鬆
症
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
Ｘ
線
を
用
い
て
骨
密

度
を
測
定
し
、
ま
た
血
液
検
査
で

骨
代
謝
の
状
態
を
確
認
し
ま
す
。

そ
の
結
果
か
ら
、
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
治
療
法
を
提
案

し
て
い
ま
す
。
ま
た
骨
粗
鬆
症
治

療
は
生
涯
を
通
し
て
お
こ
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
か
か
り

つ
け
医
の
先
生
と
の
連
携
も
必
要

で
あ
り
、
大
田
圏
域
の
開
業
医
の

先
生
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
健
康
で
楽
し
い
人
生
を
送
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
一
度
、
骨
密
度
検

査
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ドクターコラム
「骨粗鬆症」

大田市立病院

整形外科部長　
川上　敦樹　医師　

こ
つ 

そ
し
ょ
う
し
ょ
う

　2007年７月に国連教育科学文化機関（ユネスコ）で世界
文化遺産に登録された石見銀山遺跡。2027年には、世界
遺産登録20周年を迎えます。
　また、同年は1527年に戦国時代の博多商人である神屋
寿禎が石見銀山を発見し、本格的な開発を開始してから
500年の節目の年となります。
　この記念すべき年を、石見銀山遺跡の魅力や歴史的意
義を再確認し、遺跡を活かしたまちづくりや人類共有の
財産として未来に引き継ぐための取り組みを強化する
きっかけとするため、７月２日に記念事業の実行委員会
を設立しました。
　実行委員会設立総会では、遺跡の「魅力化」と「持続
化」をテーマに、①遺跡の歴史と魅力の再発見、②遺跡
の持続化、③魅力ある地域づくりと地域経済の活性化、
④国内外に向けた情報発信と交流の促進に取り組むこと
とする基本方針を決定しました。
　実行委員会の設立をスタートとして、石見銀山はもと
より、大田市の恵まれた自然・歴史・文化資源を相互に
活かした魅力ある地域づくりに向け、全市を挙げた取り
組みとなるよう、官民が一体となって記念事業を推進し
ていきます。

かみ や

2027年に向けて――
「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録20周年・

石見銀山発見500年記念事業  実行委員会を設立しました

　
整
形
外
科
外
来
は
、
待
ち
時
間

の
短
縮
の
た
め
に
予
約
制
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
初
め
て
受
診
さ
れ

る
か
た
も
、
病
院
へ
お
電
話
い
た

だ
き
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録20周年・
　石見銀山発見500年記念事業  実行委員会事務局
　　　　　　　　　　 （政策企画課：☎0854‐83‐8005）

じゅてい
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大田市に住む外国人に interview
おお　だ　し す がい こく じん

おお  だ　し す がい こく じん みな おお だ

い ん た び ゅ ー こ ー な ー

大田市に住む外国人の皆さんに、大田での
暮らしについてインタビューするコーナーです
く

エティタニア・プトリさん　インドネシア出身
え て ぃ た に あ 　 ぷ と り い ん ど ね し あしゅっしん

̶̶̶ 日本に来たのは、いつですか？
2022年（令和４年）です。大田に住んで２年目です。
̶̶̶ どのようなお仕事をしていますか？
久手町の縫製工場で紳士服の製造をしています。
技能実習生として日本に来ました。

̶̶̶ 大田市での生活は、いかがですか？
大田市はとてもきれいで安全です。春には三瓶川沿い
の桜並木を散歩しました。そのとき初めて桜を見て、
きれいだなと思いました。
̶̶̶ お休みの日は何をしていますか？
掃除やお料理をしたり、買い物や遊びにでかけます。
汽車に乗って、出雲にも行きます。
̶̶̶ 大田市の観光地に行きましたか？
三瓶山に行きました。そのとき初めて雪を見ました。
インドネシアはとても暑いので、日本の冬の寒さに驚
きました。
̶̶̶ 大田市に住む外国人にメッセージをお願いします
久手の海の夕陽がとてもきれいなので、行ってみてく
ださい。

に ほん

し  ごと

き

ねん

く　てちょう

ぎ のうじっしゅうせい に ほん き

ほうせいこう  ば しん し  ふく せいぞう

おお  だ   し

おお  だ   し

おお だ  し す がいこくじん ねがめ っ せ ー じ

かんこう  ち い

やす ひ なに

せいかつ

おお だ  し

そう じ

さん べ さん

く　て うみ ゆう ひ い

い ん ど ね し あ あつ に ほん ふゆ さむ おどろ

い はじ ゆき み

き しゃ の い ず も い

りょうり か もの あそ

さくらなみ き

おも

さん ぽ はじ みさくら

あんぜん はる さん べ  がわ ぞ

れい わ　　 ねん おお だ す ねん め

問政策企画課（☎0854‐83‐8006）
せいさく き  かく か

問まちづくり定住課（☎0854‐83‐8030）

お気に入りの場所　久手海岸にて
き い ば しょ く　て かいがん

初めてお花見をしました
はじ はな み

地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
事
業
を
採
択

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て

ま
ち
づ
く
り
団
体
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子

①地財・人財を生かした
　新生「くりの郷」プロジェクト　《くりの郷  遊香夢》
　ゆず畑の整備・管理、ゆずを活用した商品企画や販路

確保。

②長久町内の竹林整備による里山づくり
《長久  竹の子族》

　竹林を整備し、タケノコ（収穫加工）、竹パウダー（伐
採加工）などで竹ヤブ化を防ぎ、竹を有効資源とする。

③町並み保存活動の継承および促進　
　～大森町の町並みアルバムの作成を通じたこれから

　のまちづくり～
　　《一般社団法人  石見銀山みらいコンソーシアム》

　移住者の割合が増加傾向の大森町。これからは移住者
も町並み保存の重要なプレイヤーとして、さまざまな
世代や立場から空き家情報や建造物の現況を共有する。

④「鬼岩と鉱山の里おにむら」環境整備事業
《ふるさとおにむらづくり実行委員会》

　老朽化した解説板を二次元コード付き（最新情報に基
づく解説動画とリンク）に更新し、来訪者の増加、交
流人口の拡大につなげる。

【採択された事業】 　
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど

が
自
主
的
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

６
月
16
日
、
４
つ
の
団
体
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
事
業
の
審
査
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
各
団
体
は
目
的
や
事
業
内
容
な
ど

を
説
明
。
審
査
員
は
地
域
住
民
を
巻

き
込
む
仕
掛
け
や
事
業
の
継
続
性
な

ど
を
質
問
し
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な

る
か
、
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

す
べ
て
の
事
業
の
採
択
を
決
定
し
ま

し
た
。
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縁結びボランティア「大田はぴこ会」

県知事感謝状を受賞

お
知
ら
せ

「
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
」

へ
の
給
付
金（
調
整
給
付
金
）に
つ
い
て

　
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
に
お
け
る
物
価
高
へ
の
支

援
の
一
環
と
し
て
、「
定
額
減
税
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
際
、
定
額
減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
に
「
定
額
減
税
補

足
給
付
金
（
調
整
給
付
金
）」
を
支
給
し
ま
す
。

【
定
額
減
税
】

　
合
計
所
得
金
額
１
８
０
５
万
円
以

下
の
納
税
義
務
者
お
よ
び
配
偶
者
を

含
め
た
扶
養
親
族
（
国
外
居
住
者
を

除
く
）
１
人
に
つ
き
、
令
和
６
年
分

の
所
得
税
か
ら
３
万
円
、
６
年
度
分

の
個
人
住
民
税
所
得
割
か
ら
１
万
円

の
減
税
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

【
調
整
給
付
金
】

　
大
田
市
か
ら
令
和
６
年
度
個
人
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
で
、
納

税
義
務
者
お
よ
び
配
偶
者
を
含
め
た

扶
養
親
族
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る
定

額
減
税
可
能
額
が
、
令
和
６
年
分
推

計
所
得
税
額
（
令
和
５
年
分
所
得
税

額
）、
ま
た
は
６
年
度
分
個
人
住
民

税
所
得
割
額
を
上
回
る
額
の
合
計
額

を
１
万
円
単
位
で
切
り
上
げ
て
支
給

し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
分
の
所
得
税
が

確
定
し
た
後
、
支
給
額
に
不
足
が
あ

る
場
合
は
、
令
和
７
年
度
に
不
足
分

を
追
加
支
給
予
定
で
す
。

▽
調
整
給
付
金
の
確
認
書
発
送
・ 

　
支
給
時
期

　
対
象
と
な
る
人
に
は
、
市
か
ら

「
確
認
書
」
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

送
付
は
８
月
上
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
届
い
た
書
類
の
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
税
務
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　
市
が
確
認
書
を
受
領
し
て
か
ら

概
ね
３
週
間
後
に
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
管
理
係

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
０
２
８
）

詳しくは、内閣官房ホーム
ページの「住民税・所得税
を納付している方へ」をご
覧ください。

　
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
島
根
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ

ね
ー
た
ー
（
愛
称
『
は
ぴ
こ
』）」
と
し
て
活
動
す
る
泉
原

美
知
栄
さ
ん
（
温
泉
津
町
）
が
、
島
根
県
知
事
か
ら
感
謝

状
を
受
賞
し
た
こ
と
を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
泉
原
さ
ん
は
「
大
田
は
ぴ
こ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
、
独
身
男
女
の
結
婚
支
援
に
取
り
組
み
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
令
和
５
年
度
　
大
田
は
ぴ
こ
会
の
活
動
】

　
・
独
身
男
女
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
お
見
合
い

　
・
無
料
相
談
会
（
毎
月
１
回
）

　
・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
の
無
料
出
張
相
談
会

　
・
民
間
団
体
や
地
域
団
体
と
の
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
は
ぴ
こ
登
録
者
数
（
令
和
６
年
４
月
現
在
）

　
　
男
性
　
61
人
　
　
　
女
性
　
25
人

　
成
婚
実
績
　
８
人
（
令
和
５
年
度
）

問
ま
ち
づ
く
り
定
住
課（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
７
２
）

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

感謝状を受賞した泉原さん（左から２番目）感謝状を受賞した泉原さん（左から２番目）

市民の声市民の声 問政策企画課（☎0854‐83‐8006）

　市民の皆さんのご意見を市政に反映
させるため、ご意見・ご提案をお待ちし
ています。郵便、ＦＡＸのほか、市ホー
ムページでも随時受け付けています。
　ご住所・お名前・電話番号などを記
入された人へは、直接ご本人へ回答し
ます。なお、市政に関しないものや、
誹謗中傷・趣旨が不明なものにはお答
えできませんので、ご了承ください。

ひ ぼう

ご意見

回　答

　ＵＩターン者の声を高校生に周知し、地元を離れて
もＵターンの意識を持ってもらってはどうか。盆・正
月の帰省者に交流、情報提供の場を設けてはどうか。

　市では、地元就職やＵターンを推進するため、就職
と移住・定住をテーマにしたイベントの開催や「大田
市25歳同窓会」を実施し、進学や就職などで地元を離
れた若者が、市内で頑張る同級生との交流を通して、
ふるさととの関わり方を考えるきっかけを作るなど、
将来的なＵターンの促進を図る取り組みをおこなって
います。
　各家庭や地域においても「地元就職およびＵターン
の意識」を持ってもらえるよう、市民の皆さんにもご
協力をお願いします。  （担当課／まちづくり定住課）
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関
西
を
中
心
に
活
躍
中
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
近
藤
夏
子
さ
ん

（
大
田
町
出
身
）に
４
期
目
と
な
る「
石
見
の
国
お
お
だ
観
光
大
使
」（
任
期
／

令
和
６
年
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３
月
31
日
）
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

近
藤
夏
子
さ
ん
に
観
光
大
使
を
委
嘱

島根県男女共同参画サポーターの募集について

島根県男女共同参画サポーター
「ひまわり」の皆さん
島根県男女共同参画サポーター
「ひまわり」の皆さん

　島根県では、男女共同参画社会の実現に向けて、市町村や県と一緒に
啓発活動をおこなう「島根県男女共同参画サポーター」（愛称「キラ☆
サポ」）を、委嘱しています。
　大田市のキラ☆サポメンバーは月１回程度集まり、寸劇などを通じて
身近なところから男女共同参画を感じてもらうなどの活動をおこなって
います。
　性別にかかわりなく誰もが、職場や家庭・地域などで自分らしくいき
いきと暮らせる社会を目指して、一緒に活動してみませんか。興味のあ
るかたは、人権推進課までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　 問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

「大田市の魅力が伝わる写真」で
一緒に大田の魅力を発信しませんか？
　市では、市民の皆さんが撮影した「大田市の魅力が伝わる写真」を募集し、「広
報おおだ」や市ホームページ、市公式LINE、市公式Facebookなどでその写真
を紹介することで、行政と市民が協働する『大田市の魅力発信』を計画中です。
　詳しいことが決定しましたらお知らせしますので、ぜひご協力ください。
　一緒に大田市の素敵なところをＰＲしていきましょう！

　長久町にお住いのかたから素敵な写真をご提供いただきました。
 「三瓶山北の原　姫逃池のカキツバタ群落」の写真で、夕景に
浮かぶカキツバタが美しい一枚です。
　カラー写真は、市ホームページ「フォトおおだ」でご覧ください。

問政策企画課
（☎0854‐83‐8006）

委嘱状を手にする近藤夏子さん（左）委嘱状を手にする近藤夏子さん（左）

　　
５
月
24
日
、
市
役
所
で
委
嘱
状

授
与
式
を
開
催
し
、
市
長
が
委
嘱

状
を
手
渡
し
、
引
き
続
き
、
大
田

市
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
「
な
っ
ち
ゃ
ん
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
関
西
を
中

心
と
し
た
メ
デ
ィ
ア
に
多
数
出
演

し
、
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

の
客
員
教
授
を
務
め
る
な
ど
、
幅

広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
ご
自
身
の
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
で

は
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
な
ど
、

大
田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
近
藤
さ
ん
の
地
元
愛
を
通

じ
て
、
全
国
に
大
田
市
の
フ
ァ
ン

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
近
藤
さ
ん
が
三
瓶

山
や
石
見
銀
山
を
ま
わ
り
、
完
成

さ
せ
た
『
地
元
が
大
田
で
よ
か
っ

た
』
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
市
長
と
大
田
の
お
店
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
、
地
元
ネ
タ
を
情
報
収
集
。
新

し
い
発
見
に
、
ご
自
身
の
ラ
ジ
オ

番
組
で
紹
介
し
た
い
と
笑
顔
を
み

せ
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
は
「
新
し
い
お
店
も

増
え
て
い
る
の
で
、
訪
れ
て
ほ
し

い
大
田
市
観
光
プ
ラ
ン
を
作
っ

て
、
県
外
の
皆
さ
ん
に
大
田
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

問
観
光
振
興
課

（
☎
０
８
５
４‐

83‐

８
１
９
２
）



おおだ
ウォッチング
まちの話題を紹介

　
　
　
　
　
　
長
久
町
の
住
民
有
志
で
組
織
す
る
「
長
久
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ

　
　
　
　
　
ブ
」
が
６
月
15
日
、
長
久
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
出
雲
市
の

　
　
　
　
　
書
店
３
店
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト
「
長
久
と
マ
ル
シ
ェ
〜
本
屋
さ

　
　
　
　
　
ん
と
長
久
と
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
通
販
や
電
子
書
籍
の
普
及
に
よ
る
書
店
閉
店
が
全
国

　
　
　
　
　
的
に
進
む
中
、
大
田
市
で
も
今
年
３
月
末
で
市
内
唯
一
の
書
店

　
　
　
　
　
が
閉
店
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
企
画
は
、
長
久
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
訪

　
　
　
　
　
れ
た
出
雲
市
の
書
店
で
「
大
田
市
の
書
店
が
閉
店
し
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
知
り
、
何
か
で
き
れ
ば
」
と
、
書
店
側
が
メ
ン
バ
ー
に
出
張
販

　
　
　
　
　
売
を
提
案
さ
れ
、
実
現
し
た
そ
う
で
す
。
長
久
ま
ち
づ
く
り
ク

　
　
　
　
　
ラ
ブ
も
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
本
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ

　
　
　
　
　
ば
」
と
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
店
が
用
意
し
た
絵
本
、
エ
ッ
セ
ー
、
小
説
、
古
本
な
ど
が
会

場
に
並
び
、
約
３
０
０
人
の
来
場
者
が
実
際
に
本
を
手
に
取
り
、
選
ぶ
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、市
内
の
コ
ー
ヒ
ー
店
や
焼
き
菓
子
屋
な
ど
５
店
の
出
店
や
、「
絵
本

か
ら
飛
び
出
す
お
菓
子
作
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
も

お
こ
な
わ
れ
、「
素
敵
な
本
と
の
出
会
い
だ
け
で
な
く
、
楽
し
い
体
験
も
で

き
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
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多
く
の
人
が
本
と
の
出
会
い
を

楽
し
み
ま
し
た

ク
レ
ー
プ
づ
く
り
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち

長久まちづくりクラブ「長久とマルシェ」を開催

素敵な本との出会いを楽しんで

４

　
市
で
は
「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」
の
世
界
遺
産
登
録
を
記

念
し
て
、
市
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
に
毎
年
「
世
界
遺
産
登
録
記

念
日
給
食
」
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
17
周
年
と
な
る
今
年
は
、
７
月
１
日
の
給
食
で
「
大
田
和
牛
と
さ
つ
ま
い

も
の
炒
め
煮
」「
切
干
大
根
の
梅
え
ご
ま
和
え
」「
ス
ト
か
ま
み
そ
汁
」
「
天

ぷ
ら
饅
頭
」
な
ど
、
石
見
銀
山
ゆ
か
り
の
食
材
を
使
っ
た
特
別
な
献
立
が
、

市
内
24
施
設
で
約
２
６
０
０
食
、
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
市
立
第
二
中
学
校
を
訪
れ
た
市
長
な
ど
関
係
者
ら
は
、
授
業
を

参
観
し
た
あ
と
、
各
教
室
に
分
か
れ
て
生
徒
と
談
笑
し
な
が
ら
給
食
を
味
わ

い
、
世
界
遺
産
登
録
記
念
日
を
祝
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
ひ
と
り
は
「
大
田
の
食
材
で
、
こ
ん
な
に
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が

で
き
る
な
ん
て
す
ご
い
。
こ
れ
か
ら
も
石
見
銀
山
を
後
世
に
伝
え
、
守
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

世界遺産登録記念日給食で「石見銀山ゆかりの食材」味わう
７月２日は世界遺産登録記念日

１　授業参観「睡眠」のグループワークの様子
２　記念日給食の配膳をおこなう生徒たち
３　大型モニターには石見銀山の映像が流れ、ふるさとの宝を再確認しました
４　「石見銀山ゆかりの食材」を使ったメニューを食べる生徒たち

２

３ １
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浮
島
や
水
辺
の
カ
キ
ツ
バ
タ
が

美
し
く
咲
き
、
三
瓶
の
景
勝
地
と

し
て
親
し
ま
れ
る
北
の
原
に
あ
る

姫
逃
池
。
今
年
も
５
月
中
旬
の
見

頃
に
は
数
千
本
の
カ
キ
ツ
バ
タ
が

咲
き
誇
り
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　
そ
の
生
育
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
６
月
９
日
、
保
全
活
動
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
カ
キ
ツ
バ
タ
に
光
を
当
た
り
や

す
く
す
る
た
め
、
周
辺
に
繁
茂
す

る
草
を
刈
り
、
除
草
し
た
草
を
持

ち
出
す
作
業
を
お
こ
な
い
、
参
加

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
50
人
が
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　
５
月
18
日
、
大
田
自
転
車
競
技

場
（
久
手
町
）
の
奉
仕
作
業
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
作
業
を
お
こ
な
っ
た

の
は
、
島
根
県
管
工
事
業
協
会
大

田
川
本
支
部
、
大
田
市
水
道
協

会
、
大
田
浄
化
槽
協
会
に
加
盟
す

る
19
社
、
44
名
。
こ
の
奉
仕
作
業

は
毎
年
、
島
根
県
管
工
事
業
協
会

の
環
境
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て

お
こ
な
わ
れ
、
今
年
で
15
回
目
を

数
え
ま
す
。

　
島
根
県
管
工
事
業
協
会
大
田

川
本
支
部
の
山
根
隆
治
支
部
長
は

「
清
掃
活
動
を
通
じ
て
管
工
事
業

を
広
く
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

広
範
囲
の
作
業
で
し
た
が

手
際
よ
く
進
め
ら
れ
ま
し
た

みんなで守ろう　姫逃池のカキツバタ
三瓶山北の原カキツバタ群落保全活動

清掃活動を通して管工事業をＰＲ
大田自転車競技場奉仕作業

　
大
田
市
在
住
の
24
人
の
女
性
で

構
成
す
る「
女
声
コ
ー
ラ
ス
花
音
」

（
福
間
君
枝
会
長
）
が
、
８
月
に

北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

「
第
47
回
全
日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー

ラ
ス
全
国
大
会
」
に
出
場
が
決
定

し
た
こ
と
を
、
６
月
19
日
、
市
長

に
報
告
し
ま
し
た
。

　「
花
音
」
は
６
月
に
開
催
さ
れ

た
中
国
支
部
島
根
大
会
で
、
合
唱

を
披
露
し
、
全
国
大
会
へ
の
推
薦

団
体
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
福
間
君
枝
会
長
は
「
全
国
大
会

で
も
、
み
ん
な
で
声
を
響
か
せ
、

聴
く
人
に
感
動
を
与
え
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
大
田
市
が
多
年
に
わ
た
り
、
大

田
町
の
鳴
滝
公
園
内
に
あ
る
大
田

地
域
気
象
観
測
所
の
委
託
観
測
業

務
に
協
力
し
、
気
象
業
務
の
推
進

に
寄
与
し
た
こ
と
か
ら
、
６
月
13

日
、
松
江
地
方
気
象
台
（
笠
井
将

伸
台
長
）
が
市
役
所
を
訪
問
し
、

市
長
に
大
阪
管
区
気
象
台
か
ら
の

感
謝
状
を
渡
し
ま
し
た
。

　
笠
井
台
長
は
「
大
田
市
の
観
測

所
は
重
要
な
観
測
拠
点
。
正
確
な

デ
ー
タ
を
観
測
す
る
た
め
に
協
力

し
て
も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。
こ

の
デ
ー
タ
を
基
に
解
析
を
続
け
、

気
象
災
害
の
防
止
に
繋
が
る
よ
う

情
報
を
発
信
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

松
江
地
方
気
象
台
の
笠
井
将
伸
台
長
（
左
）

「女声コーラス花音」が出場決定
第47回全日本おかあさんコーラス全国大会

大阪管区気象台から感謝状
重要な観測拠点としての役割 これからも

13

「
女
声
コ
ー
ラ
ス
花
音
」
に

激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

保
全
活
動
に
参
加
し
ま
し
た

じょせい か のん
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こんにちは
保健師です

問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

ご存じですか？
　　　　　ブレスト・アウェアネス

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）ブレスト・アウェアネスとは？

自分の乳房に日ごろから関心を持ち、乳房を意識した生活を送ることをいいます。
乳がんは日本の女性がかかるがんの中で最も多く、40～60歳代がピークです。
自分の乳房を守るためにも、ブレスト・アウェアネスを取り入れてみてください。

ブレスト・アウェアネス４つのポイント

①自分の乳房の状態を知る
　日頃から「自分の乳房の状態を知る」ことがブレスト・
アウェアネスの第一歩です。入浴やシャワーの時、着替え
の時などに自分の乳房を見て、触ってみましょう。

④40歳になったら２年に１回乳がん検診を受ける
　乳がん検診の目的は、乳がんで亡くなる女性を減らすこと
です。40歳以上の女性は２年に１回、定期的に検診を受けま
しょう。

②乳房の変化に気を付ける
　普段の自分の乳房の状態を知ることで、初めて
変化に気付けます。「いつもと変わりがないかな」
という気持ちで取り組みましょう。

③変化に気付いたらすぐ医師に相談する
　しこりやひきつれなどの変化に気付いたら、安
易に自己判断せず、次の検診を待たずに専門医の
診察を受けましょう。

８月５日㈪献血に
ご協力ください ９：30～12：30　　大田市役所

８月の子育て応援コーナー ※　予約制です。子育てアプリ「おおだっこ」（母子モ）にてお申し込みください。
ぼ　し　も

育児教室
[ぴよぴよ]
（子育て期）

仁摩保健センター 産後２か月以降の
乳幼児とその保護者

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

９:30～10:30
受付９:15～

乳幼児相談

離乳食教室
（前期）

授乳サロン
ごくごく

子ども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

子ども家庭センター
「おおだっこ」

（大田市役所１階）

身体計測、育児相談
栄養相談、授乳相談

身体計測、授乳相談

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

９:00～10:30

13:00～16:15

７日㈬

21日㈬

30日㈮

仁摩保健センター 対象／生後８か月頃ま
での乳児とその保護者

母子健康手帳・おむつ
バスタオル

10:00～11:30
受付９:45～23日㈮

種　類 日　時 場　所 内　容 ・ 対　象 お持ちいただくもの
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健康ガイド８月 ☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】
　生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】
　大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

問健康増進課
（☎0854‐83‐8151）

がん検診
市ホームページ

15

そのほかの健（検）診 ※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。
種　類 対象者など

歯周疾患検診
（７月～12月）

令和７年４月１日時点で40・50・60・70歳の人
◎自己負担金　無料

医療機関

市内の歯科医療機関

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和14年４月２
日～昭和24年４月１日生まれの人
◎自己負担金　無料

後期高齢者
歯科口腔健診
（６月～12月）

指定歯科医療機関

40歳以上の大田市国民健康保険加入者・島根県後期高齢者
医療制度加入者・生活保護受給者　　　
◎自己負担金　無料

特定健診等健康診査
（６月～12月） 指定医療機関

がん検診（集団）
種　類 日時・場所 対象者など

久利町
大屋町肺がん検診

個人通知あり

☆胃がん検診
（バリウム検査）
個人通知なし
事前申込不要

27日㈫

19日㈪

20日㈫
21日㈬
23日㈮

９:00～９:30

10:00～10:40

11:00～11:30

13:00～13:30

銀山公園休憩所

水上まちづくりセンター

祖式まちづくりセンター

大代まちづくりセンター

大田町

胃がん検診（バリウム検査）
40歳以上（事前申込不要）
◎自己負担金　1,500円
・検診が午前の人は前日の21時以
　降、午後の人は当日の７時以降
　に食事をとらないでください。

【肺がん検診】40歳～64歳
【肺がん・結核検診】65歳以上
◎自己負担金　無料
◎持参　検診受診票、健康手帳
※　会場、受付時間などの詳細は
個人通知をご確認ください。

※　市役所健康増進課（☎0854‐83‐8151）へ電話、または下記二次元コードから予約してください。

※　直接各医療機関へ予約してください。がん検診（個別）
種　類 医療機関

☆子宮頸がん
検診

大田市
40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市

出雲市

20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頚部検査　　　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円

出雲市

対象者など
市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）
　　　　　※　２回の受診が必要です
ひゃくどみクリニック（☎0853‐21‐0130）
ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853‐20‐0649）

市立病院（医事室☎0854‐84‐7571）

島根県立中央病院ほか７医療機関
（市ホームページでご確認ください）

種　類
50歳以上の大田市民
◎自己負担金　　　3,000円
・無料になる人：生活保護世帯の世帯
　員、市民税非課税世帯の世帯員のみ

医療機関 対象者など

予約サイト

胃がん
（胃カメラ）

検診
大田市

大田呼吸循環クリニック、合原医院、
昭和医院、福田医院、木島医院、郷原医院

※　市の胃がん検診は２年に１回の受診間
隔のため、令和５年度に胃がん検診（バリ
ウム検査・胃カメラ検査）を受けた人は、
対象外となります。
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大田南八幡宮の鉄塔
その２

火 木 金日 月 水 土

４

11

18

25

５

12

19

26

６

13

20

27

３

10

17

24

31

２

９

16

23

30

１

８

15

22

29

７

14

21

28

　私たちの身のまわりに溢れ、なんとな
く受け入れている音。その仕組みや音響
機器などの幅広い知識をもっている人は
まれなのではないでしょうか。この機会
に、この本で音の魅力を再発見してみる
のもアリなのかもしれません。

石見銀山と市内遺産
なるほど分かった　地域の宝

中央図書館　　☎0854-84-9200　平日10:00～19:00　土日10:00～18:00
仁摩図書館　　☎0854-88-4646　10:00～18:00
温泉津図書館　☎0855-65-2177　10:00～17:00

おすすめの本
◇展示テーマ

第16回

16

「涼を求めて」
　うだるような暑さが体にこたえる
日は涼を求めて図書館にいらしてく
ださい。
　夏にぴったりな本も準備してお待
ちしています。

中
　
　央

『「音」の秘密』　スティーブ　マーシャル／著　
　　　　　　　　　　　　　　　 創元社（仁摩図書館所蔵）

　
大
田
南
八
幡
宮
に
あ
る
島
根
県

指
定
文
化
財
の
六
角
堂
そ
し
て
鉄

塔
さ
ら
に
は
数
多
く
の
経
筒
。
今

回
は
、
そ
の
重
要
さ
と
と
も
に
平

成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
お
こ
な

わ
れ
た
確
認
調
査
の
成
果
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
六
角
堂
は
境
内
地
の
平
地
よ
り

60
㎝
ほ
ど
高
く
、
基
壇
と
呼
ば
れ

る
石
垣
を
施
し
た
土
台
部
分
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
39
（
１

９
６
４
）
年
の
解
体
修
理
の
後
、

年
数
が
経
過
し
た
こ
と
で
、
こ
の

石
垣
部
分
が
傷
み
ま
し
た
。
紹
介

す
る
平
成
の
確
認
調
査
は
、
こ
の

基
壇
部
分
修
理
に
伴
う
も
の
で
し

た
。
鉄
塔
を
慎
重
に
取
り
出
し
、

上
屋
に
あ
る
六
角
堂
の
記
録
を
取

り
な
が
ら
解
体
さ
れ
た
状
態
で
調

査
に
着
手
し
ま
し
た
。
鉄
塔
の
基

礎
の
下
部
に
は
、
経
堂
と
同
じ
く

六
角
形
に
石
が
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
土
台
部
分
の
土
砂
が
流
れ
出

た
こ
と
で
、
部
分
的
に
隙
間
が
乗

じ
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
だ
と
鉄
塔

が
倒
れ
て
し
ま
う
状
態
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
六
角
形
の
石
組
の
中
に
は
さ
ら

に
円
筒
形
を
し
た
大
き
な
石
筒
が

据
え
置
か
れ
て
お
り
、
周
囲
に
は

小
石
や
古
銭
が
散
乱
し
て
い
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
貴
重
な
文
化
財
の

一
部
。
絵
筆
を
用
い
て
、
慎
重
に

溜
ま
っ
た
ホ
コ
リ
や
砂
な
ど
を
取

り
除
い
て
い
く
と
、
次
々
に
16
世

紀
を
中
心
と
し
た
銅
銭
が
現
れ
ま

す
。
小
石
は
、
六
角
形
の
基
礎
の

内
部
に
ま
ば
ら
に
詰
め
ら
れ
た
状

態
で
し
た
。
そ
れ
ら
を
一
つ
ず
つ

丁
寧
に
記
録
し
、
取
り
除
い
て
い

き
ま
し
た
。
す
る
と
漢
字
文
字
が

墨
で
一
文
字
書
い
て
あ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
一
石
一

字
」
と
呼
ば
れ
る
経
文
で
、
江
戸

時
代
ご
ろ
の
も
の
で
す
。

　
基
礎
を
取
り
除
き
石
垣
を
解
体
。

そ
の
結
果
、
石
垣
は
江
戸
時
代
後

期
に
設
け
ら
れ
た
と
判
明
し
ま
し

た
。
基
壇
を
設
け
た
の
は
、
も
と

も
と
屋
外
に
あ
っ
た
鉄
塔
の
位
置

を
高
く
し
、
六
角
堂
と
い
う
覆
い

屋
を
据
え
る
こ
と
で
保
護
し
た
も

の
と
結
論
付
け
ま
し
た
。
い
わ
ば

江
戸
時
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
保
存

対
策
工
事
で
す
。
こ
の
こ
と
も
大

変
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

■：３館共通
温泉津図書館は８月全日臨時休館

８月の図書館お休みの日

◇行事と企画展
図書館

中 央

行　事 日　　時

14:00～14:20

14:00～14:20

13:30～14:30

13:30～15:00

10:15～10:45

10日㈯・24日㈯ 

３日㈯ 

７月17日㈬～８月29日㈭

１日㈭～15日㈭

４日㈰

11日㈰　

17日㈯　

８月23日㈮～９月９日㈪

仁 摩

おはなし会

ストーリーテリング

夏休み宿題お助けコーナー

次世代と描く原爆の絵展

原爆にかかる朗読会

テーマトーク「戦争と平和」

おはなし会

自死予防週間啓発展
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皆
さ
ん
は
、
性
的
少
数
者
（
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
）
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
に
つ
い
て
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　
最
近
で
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
）
に
関
す
る
偏
見
や
差
別

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

世
界
と
日
本
の
状
況

　
平
成
13
年
４
月
に
オ
ラ
ン
ダ
が

世
界
で
初
め
て
「
同
性
婚
」
を
法

的
に
認
め
て
以
降
、
多
く
の
国
や

地
域
が
「
同
性
婚
」
を
法
律
で
認

め
て
き
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
法

的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
同
性
婚
に
準
じ
る
制
度

と
し
て
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
」
が
あ
り
、
多
く
の
国
や

地
域
で
制
度
を
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
は
国
と
し
て
制
度

を
導
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
世
界
の
人
口
で
は
「
同
性
婚
」

や
「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
」
を
法
整
備
し
て
い
る
国
や
地

域
の
割
合
は
約
18
％
で
す
が
、
そ

の
国
や
地
域
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
を
合
わ
せ
る
と
、
世
界
の

約
55
％
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
影

響
は
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

島
根
県
と
大
田
市
の
状
況

　
平
成
27
年
11
月
に
東
京
都
の
渋

谷
区
と
世
田
谷
区
で
日
本
初
の

「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
全
国
の
多

く
の
市
町
村
で
導
入
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
令
和
５
年
10
月
か
ら
は
、
島
根

県
と
県
内
全
市
町
村
と
の
共
同
事

業
と
し
て
「
島
根
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　
都
道
府
県
と
そ
の
市
町
村
が
共

同
事
業
と
し
て
制
度
を
導
入
し
た

の
は
全
国
で
も
島
根
県
が
最
初
の

た
め
、
島
根
県
が
「
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
の
先
進
地
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
「
島
根
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
宣
誓
さ
れ

た
同
性
カ
ッ
プ
ル
は
、
島
根
県
内

で
６
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
田
市
で
は
「
島
根
県
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
宣
誓

さ
れ
た
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
大
田
市
の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
住
み

や
す
い
大
田
市
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。

同
姓
カ
ッ
プ
ル
に

　
　
　
　
　  

対
す
る
動
き

令
和
元
年
９
月

　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
の
不
貞
行
為

に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
で
、

宇
都
宮
地
裁
真
岡
支
部
が
損
害
賠

償
を
認
め
る
。

令
和
３
年
３
月

　
同
性
婚
を
認
め
な
い
法
規
定
を

札
幌
地
裁
が
憲
法
違
反
（
違
憲
）

で
あ
る
と
初
め
て
判
断
す
る
。

　
そ
の
後
、
各
地
裁
で
は
違
憲
１

件
、
違
憲
状
態
３
件
、
合
憲
１

件
、
高
裁
で
違
憲
１
件
の
判
決
と

な
る
。

令
和
５
年
３
月

　
入
国
管
理
局
が
ア
メ
リ
カ
で
日

本
人
と
同
性
婚
を
し
た
ア
メ
リ
カ

国
籍
の
男
性
に
「
特
定
活
動
」
の

在
留
資
格
を
許
可
す
る
。

令
和
６
年
３
月

　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
を
殺
害
さ
れ

た
男
性
に
つ
い
て
、
最
高
裁
が
犯

罪
被
害
者
給
付
金
の
支
給
対
象
に

該
当
す
る
と
判
断
す
る
。

令
和
６
年
５
月

　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
す
男

性
に
「
婚
姻
に
準
じ
る
関
係
」
と

し
て
、
同
じ
名
字
へ
の
変
更
を
認

め
る
決
定
を
、
名
古
屋
地
裁
が
出

す
。

令
和
６
年
５
月

　
長
崎
県
大
村
市
が
、
男
性
カ
ッ

プ
ル
世
帯
の
住
民
票
に
お
い
て
、

世
帯
主
と
同
居
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

の
続
柄
欄
に
事
実
婚
関
係
で
あ
る

こ
と
を
示
す
「
夫
（
未
届
）」
と
記

載
し
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
る
。

今
後
に
つ
い
て

　
日
本
で
は
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
対

す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
）
に
関
す
る
偏
見
や
差
別

が
無
く
な
っ
た
と
言
え
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
啓
発
活
動
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

人権を考える市民のつどい
人権・同和問題研修会

　市では、性的少数者（ＬＧＢＴＱ）
に関する偏見や差別をテーマとした
講演会（研修会）を開催します。
 ▽日時　
　 ８月19日㈪　13時30分～
 ▽会場　
　 大田市民会館　大ホール
 ▽演題　
　 パパは女子高生だった
　　　　～自分らしく生きること～
 ▽講師　
　 前田　良さん
　（一社）ＳＯＧＩＪａｐａｎ代表理事
 ▽参加費　
　 無料
 ▽備考　
　 手話通訳、要約筆記がつきます

石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

17

きずな

性
的
少
数
者（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
）に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　  

偏
見
や
差
別
に
つ
い
て



④
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

　
１
級
の
人

⑤
身
体
障
が
い
者
手
帳
３
・
４
級

　
の
人
で
、
重
度
と
同
程
度
の
知

　
的
障
が
い
の
あ
る
人

　
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

　
２
級
の
人
で
、
重
度
と
同
程
度

　
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
人

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
３
・
４
級

　
の
人
で
、
精
神
障
が
い
者
保
健

　
福
祉
手
帳
２
級
の
人

⑥
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
ひ
と
り

　
親
家
庭
で
、
18
歳
未
満
ま
た
は

　
高
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
お

　
よ
び
、
そ
の
子
ど
も
を
養
育
し

　
て
い
る
人

※
　
①
〜
⑤
は
、
特
別
障
が
い
者

手
当
の
基
準
を
準
用
し
た
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

※
　
⑥
課
税
・
非
課
税
の
判
定
は
、

税
制
改
正
前
の
旧
所
得
税
法
に
基

づ
い
て
算
定
し
た
所
得
税
額
を
用

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
実
際
の
所

得
税
が
課
税
と
な
っ
て
い
る
場
合

で
も
福
祉
医
療
の
該
当
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▽
必
要
な
書
類
な
ど

１
．
申
請
書
（
８
月
上
旬
に
送
付

　
　
し
ま
す
）

２
．
障
が
い
者
手
帳
、
健
康
保
険

　
　
証

３
．
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
　
を
確
認
で
き
る
も
の

４
．
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
　
更
新
手
続
き
が
必
要
な
人

は
、
医
療
証
（
資
格
証
）
の
有
効

期
限
が
令
和
６
年
９
月
30
日
ま
で

の
人
で
す
。

※
　
個
人
番
号
お
よ
び
本
人
確
認

が
必
要
で
す
。
代
理
の
人
が
窓
口

で
申
請
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
人
の

本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

※
　
郵
送
で
申
請
さ
れ
る
場
合
、

必
要
書
類
３
お
よ
び
４
は
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
新
し
い
医
療
証
な
ど
は
、
９

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

▽
提
出
先
　

　
市
民
課
保
険
年
金
係
　

　
温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

　
仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

▽
申
請
期
限
　
８
月
30
日
㈮

問
市
民
課
（
保
険
年
金
係
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

　
医
療
機
関
な
ど
で
支
払
う
医
療

費
の
、
ひ
と
月
ご
と
の
自
己
負
担

限
度
額
は
、
年
齢
や
所
得
な
ど
に

よ
り
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示

す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
で
の
支
払
い
を
限
度
額
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
え

て
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
入
院
時
の
食
事
代
も
軽
減
さ

れ
ま
す
。
認
定
証
が
必
要
な
場
合

は
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
認
定
証
を
交
付
し
て
い
る

人
に
は
、
７
月
下
旬
に
申
請
に
関

す
る
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　「
限
度
額
適
用
認
定
証
」が
必
要

な
人
に
は
、
６
月
末
に
申
請
に
関

す
る
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
　
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
加
入
保
険
者
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
（
保
険
年
金
係
）

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

広報おおだ　Ｒ6（2024）7.18

　
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
重

度
障
が
い
者
や
ひ
と
り
親
家
庭
の

人
が
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
健
康
保

険
の
給
付
を
受
け
た
と
き
に
、
医

療
費
の
窓
口
負
担
が
１
割
と
な
る

ほ
か
、
薬
局
で
の
負
担
が
な
く
な

り
ま
す
。

▽
対
象
者

①
３
か
月
以
上
寝
た
き
り
で
、
今

　
後
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
申

　
請
を
予
定
し
て
い
る
65
歳
以
上

　
の
人

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

　
の
人

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

申
請
期
限
は
８
月
30
日

医
療
費
の
窓
口
負
担
や

入
院
中
の
食
事
代
が
軽
減

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

事前に市民課への予約が必要です。

休日窓口（日曜日）８時30分～12時
８月４日　　９月８日
平日窓口延長（月曜日）17時15分～19時30分
８月19日　　９月30日

▽申請・交付場所　　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの交付・申請・更新事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況などによっては、希望日時に受け取りがで
きない場合があります。
　　　　　　　　　 　・問市民課（☎0854‐83‐8067）

お
知
ら
せ …申し込み先

問…問い合わせ先

市　勢
（令和６年７月１日現在）

（　　）内は前月比

○人　口　31,769人　（△  51）
　・男　　15,293人　（△  19）
　・女　　16,476人　（△  32）
○世帯数　15,372世帯（   3）
○出生数　　　 7人
○死亡数　　　42人
○面　積　435.34㎢

申
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マイナンバーカード
休日・夜間窓口を
開設します

申
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次
に
該
当
す
る
場
合
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
本
人
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
市
へ
申
請

が
必
要
で
す
。
軽
減
は
申
請
の
受

付
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
こ
れ
ら
の
軽
減
を

受
け
て
い
る
人
は
、
７
月
31
日
㈬

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月

以
降
も
引
き
続
き
軽
減
を
受
け
る

場
合
は
、
必
ず
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
限
は
８
月

31
日
㈯
ま
で
で
す
。

※
　
窓
口
受
付
は
８
月
30
日
㈮
ま

で
。

①
介
護
保
険
施
設
の
軽
減

▽
軽
減
対
象
　
特
別
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
、
介

　
護
医
療
院
な
ど
の
介
護
保
険
施

　
設
に
入
所
、
ま
た
は
短
期
入
所

　
す
る
場
合
の
部
屋
代
や
食
事
代

▽
対
象
者
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
の
人
お
よ
び
、
預
貯
金
な
ど
の

　
基
準
を
満
た
す
人

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場

　
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
世
帯
を
分
け
て
い
る
配
偶
者
が

　
市
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合

・
世
帯
を
分
け
て
い
る
配
偶
者
が

　
市
民
税
非
課
税
で
も
、
預
貯
金

　
額
な
ど
が
基
準
を
超
え
る
場
合

②
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
の
軽
減

▽
軽
減
対
象
　
社
会
福
祉
法
人
が

　
経
営
す
る
事
業
所
や
施
設
で

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
の

　
利
用
者
負
担
や
部
屋
代
、
食
事

　
代

※
　
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
軽
減
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
で
、
世
帯
員
の
総
収
入
や
預
貯

　
金
額
な
ど
、
市
で
定
め
る
基
準

　
を
満
た
し
て
い
る
人

③
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

の
軽
減

▽
軽
減
対
象
　
認
知
症
高
齢
者
グ

　
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機

　
能
型
居
宅
介
護
を
利
用
す
る
場

　
合
の
部
屋
代
や
食
事
代

※
　
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
所
が

あ
り
ま
す
。
利
用
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
各
事
業
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
市
民
税
非
課
税
世
帯

　
で
、
世
帯
員
の
総
収
入
や
預
貯

　
金
額
な
ど
、
市
で
定
め
る
基
準

　
を
満
た
し
て
い
る
人

　
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
３
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
１
）

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
助
け
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
次
に
該
当
す
る
児
童
の
養
育
者

で
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
所
得

な
ど
の
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
人
は
、
手
続
き
に
よ
り
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
児
童

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
母
が
未
婚
で
出
生
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
が
い

　
の
状
態
に
あ
る
児
童
　
な
ど

※
　
児
童
と
は
、
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
人
で
す
。
な
お
、
児

童
の
心
身
に
、
お
お
む
ね
中
度
以

上
の
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
、
20

歳
未
満
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
支
給
額
（
月
額
）

　
受
給
者
本
人
お
よ
び
扶
養
義
務

　
者
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
、
手

　
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。
所
得
が

　
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
支

　
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

・
児
童
１
人
　
４
万
５
４
９
０
円

　
〜
１
万
７
４
０
円

・
児
童
２
人
　
５
万
６
２
３
０
円

　
〜
１
万
６
１
２
０
円

・
児
童
３
人
　
６
万
２
６
７
０
円

　
〜
１
万
９
３
５
０
円

▽
手
続
き

　
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

　
る
た
め
に
は
、
請
求
手
続
き
が

　
必
要
で
す
。
受
給
理
由
な
ど
に

　
よ
り
必
要
な
提
出
書
類
な
ど
が

　
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
８
月
の
現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
、

手
続
き
に
必
要
な
書
類
を
同
封
し

た
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
書
類
を

ご
準
備
の
う
え
、
子
ど
も
保
育
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当

が
全
額
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。
　

▽
受
付
期
間
　
８
月
１
日
㈭
〜
30

　
日
㈮
の
間
の
平
日

※
　
期
間
中
、
本
庁
子
ど
も
保
育

課
に
て
事
前
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。
各
支
所
で
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

問
子
ど
も
保
育
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

　
公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

定
住
財
団
で
は
、
東
京
都
内
に

「
し
ま
ね
移
住
相
談
窓
口
（
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
・
学
生
支
援
）」を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　「
島
根
県
へ
の
移
住
を
考
え
て

い
る
け
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い

い
の
？
」「
ど
ん
な
移
住
制
度
が

あ
る
の
か
知
り
た
い
」「
仕
事
が

決
ま
れ
ば
移
住
し
た
い
」
な
ど
の

疑
問
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
の
移

住
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
各
種
ご
相
談
の
対
応
・
情
報
提

供
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
首
都
圏
に
い
な
が
ら
島
根
の
最

新
情
報
が
入
手
で
き
、
ま
た
島
根

県
内
の
よ
り
詳
し
い
ご
案
内
を
い

た
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
、

お
知
り
合
い
の
か
た
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
ふ
る
さ
と
島
根
定
住

財
団
　
し
ま
ね
移
住
支
援
サ
テ
ラ

イ
ト
東
京

（
☎
０
３
‐
６
２
８
１
‐
９
８
０
０
）
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介
護
サ
ー
ビ
ス
の

本
人
負
担
を
軽
減
し
ま
す

　
　

し
ま
ね
移
住
相
談
窓
口

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に

支
給
さ
れ
る
児
童
扶
養
手
当

しまね移住相談
窓口サイト

申



①おおだ子ども食堂
　　おおだふれあい会館

子ども食堂 ８月の予定 子ども  無料
大人  ①③300円②100円④200円

③多世代交流食堂みーる堂
　　ゆきみーる（若者も無料）
④こねくと食堂（要予約）
　　大田市民センター４階

②みんなの食堂
　　祖式ジム

24日㈯17:00～19:00
☎090‐4897‐4308

17日㈯17:00～19:00
☎0854‐83‐7373
30日㈮17:00～20:00
☎0854‐82‐0091

17日㈯11:00～13:30
☎090‐1188‐9088

絡
し
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
８
月
５
日
㈪
〜
８
月
９

　
　
　
　
日
㈮

▽
場
所
　
県
内
の
各
司
法
書
士
事

　
　
　
　
務
所

▽
相
談
料
　
無
料

問
島
根
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
‐
24
‐
１
４
０
２
）

▽
日
時
　
８
月
10
日
㈯
14
時
〜

▽
会
場
　
あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品
　「
青
い
青
い
空
」（
２
０

　
１
０
年
／
１
２
８
分
）

▽
内
容
　
静
岡
県
浜
松
市
を
舞
台

　
に
、
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

　
情
熱
を
注
ぐ
、
高
校
生
た
ち
の

　
友
情
と
成
長
を
描
い
た
青
春
ス

　
ト
ー
リ
ー
。

▽
入
場
料
　
無
料

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
す
て
ら
す

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

▽
日
時
　
８
月
17
日
㈯

　
　
　
　
１
部
　
14
時
〜

　
　
　
　
２
部
　
18
時
30
分
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館

▽
作
品
　「
幻
の
光
」

▽
内
容
　
能
登
の
自
然
を
背
景

　
に
、
ひ
と
り
の
女
性
の
「
喪
失

　
と
再
生
」
を
描
い
た
是
枝
裕
和

　
監
督
の
長
編
映
画
デ
ビ
ュ
ー

　
作
。
能
登
半
島
地
震
輪
島
支
援

　
特
別
上
映
。

▽
入
場
料

・
前
売
券
　
一
般
　
１
０
０
０
円

・
当
日
券
　
一
般
　
１
３
０
０
円

　
小
・
中
・
高
校
生
　
５
０
０
円

　
60
歳
以
上
　
　
　
１
０
０
０
円

　
文
化
協
会
会
員
　
　
９
０
０
円

問
大
田
名
画
シ
ア
タ
ー
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
あ
た
た

か
く
見
守
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
22
日
㈭

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

▽
会
場
　
大
田
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
　
機
能
訓
練
室

▽
定
員
　
20
人
（
要
事
前
申
込
）

▽
受
講
料
　
無
料

※
　
町
内
会
な
ど
地
域
で
の
集
ま

り
や
職
場
単
位
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
主
催
す
る
催
し
に
、
講
師
が
出

か
け
て
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。（
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
）気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
・
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
７
６
６
）

　
市
で
は
、
次
に
掲
げ
る
公
の
施

設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
と
な

る
団
体
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格

　
市
内
に
事
務
所
を
置
く
（
置
こ

　
う
と
す
る
）
団
体
、
ま
た
は
複

　
数
の
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

　
グ
ル
ー
プ
な
ど

※
　
個
人
で
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

①
国
民
宿
舎
さ
ん
べ
荘

▽
所
在
地
　
三
瓶
町
志
学
２
０
７

　
２
番
地
１

②
三
瓶
観
光
リ
フ
ト

▽
所
在
地
　
三
瓶
町
志
学
ロ
１
６

　
４
０
番
地
２

③
西
の
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

▽
所
在
地
　
三
瓶
町
池
田
３
２
９

　
４
番
地
４

④
北
の
原
キ
ャ
ン
プ
場

▽
所
在
地
　
三
瓶
町
多
根
１
１
２

　
１
番
地
１

▽
管
理
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
12
年
３
月
31
日
（
５

　
年
間
）

▽
募
集
期
限
　
８
月
16
日
㈮

問
観
光
振
興
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
５
）

⑤
大
田
市
葬
斎
場
（
大
田
葬
斎

　場
・
温
泉
津
葬
斎
場
・
仁
摩
葬

　斎
場
）

▽
所
在
地
　
鳥
井
町
鳥
井
１
１
３

　
５
番
地
２
・
温
泉
津
町
福
光
イ

　
１
６
０
番
地
２
・
仁
摩
町
仁
万

　
３
２
２
番
地

▽
管
理
期
間
　
令
和
７
年
４
月
１

　
日
〜
令
和
13
年
３
月
31
日
（
６

　
年
間
）

▽
募
集
期
限
　
８
月
16
日
㈮

問
環
境
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
９
）

※
　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　「
土
地
の
境
界
を
は
っ
き
り
し

た
い
」「
建
物
を
新
築
・
増
築
し

た
」
な
ど
の
登
記
手
続
き
に
つ
い

て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
７
月
27
日
㈯

　
　
　
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館
　
第
二

　
　
　
　
会
議
室

▽
相
談
料
　
無
料

問
和
田
稔
己
事
務
所

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
７
４
８
７
）

　
８
月
３
日
は「
司
法
書
士
の
日
」

で
す
。島
根
県
司
法
書
士
会
で
は
、

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所
で
無

料
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど
登

記
に
関
す
る
こ
と
、
成
年
後
見
に

関
す
る
こ
と
、
借
金
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
県
内

の
各
司
法
書
士
事
務
所
に
直
接
連

土
地
家
屋
調
査
士
会

無
料
登
記
相
談
会

司
法
書
士
の
日

記
念
無
料
相
談
週
間

大
田
名
画
シ
ア
タ
ー

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

募
　
　集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

指
定
管
理
者

催
　
　し

20

申
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◇
藍
染
体
験

　
ハ
ン
カ
チ
、
ミ
ニ
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
の
藍
染
体
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
11
日
㈰

　
　
　
　
10
時
〜
、
11
時
〜
、

　
　
　
　
13
時
〜
、
14
時
〜

　
　
　
　（
計
４
回
）

▽
定
員
　
各
10
人

※
　
予
約
を
優
先
し
ま
す
。

▽
受
講
料
　
１
２
０
０
円

　
・
問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

▽
応
募
作
品
　
当
季
雑
詠
３
句

　（
自
作
、
未
発
表
）

※
　
投
句
は
必
ず
縦
書
き
楷
書

で
、
漢
字
に
は
す
べ
て
ふ
り
が
な

を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法
　
持
参
ま
た
は
郵
送

※
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

（
学
生
は
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
）

お
よ
び
大
会
当
日
の
出
欠
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
投
句
料
　
１
０
０
０
円
（
高
校

　
生
以
下
無
料
）

※
　
応
募
時
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。
切
手
不
可
、
郵
送
の
場
合
は

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間
　

　
７
月
16
日
㈫
〜
８
月
16
日
㈮

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
必
着
）

▽
投
句
先

　
〒
６
９
４
‐
０
０
６
４

　
大
田
市
大
田
町
大
田
イ
１
２
８

　
大
田
市
文
化
協
会
（
大
田
市
俳

　
句
大
会
事
務
局
）

俳
句
大
会

▽
日
時
　
９
月
９
日
㈪

　
　
　
　
13
時
〜

▽
会
場
　
大
田
市
民
会
館
３
階

　
　
　
　
生
涯
学
習
室
２

▽
講
師
　
月
森
　
遊
子
さ
ん

　
　
　
　
若
林
　
恒
子
さ
ん

　
・
問
大
田
市
文
化
協
会

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
５
５
３
９
）

夜
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

（
パ
ソ
コ
ン
入
門
）

　
フ
ァ
イ
ル
管
理
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
管
理
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
講
習
で
す
。

▽
日
時
　
８
月
５
日
〜
９
月
２
日

　
の
間
の
㈪
・
㈬
・
㈮
　

　
19
時
〜
21
時

　
８
月
12
日
、
14
日
は
休
講

▽
会
場
　
島
根
中
央
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
　
１
万
３
０
０
０
円

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も

▽
定
員
　
15
人

▽
申
込
期
限
　
７
月
29
日
㈪

　
・
問
島
根
中
央
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
９
６
６
６
）

　
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど
ん
な

仕
事
が
あ
る
の
？
」
な
ど
、
皆
さ

ん
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時
　
８
月
16
日
㈮

　
　
　
　
14
時
〜
15
時
30
分

▽
会
場
　
大
田
商
工
会
議
所

　
　
　
　
会
議
室
１
・
２

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
60
歳
以
上

▽
定
員
　
先
着
15
人

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

　
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
　
邑
智
分
室
大
田

連
絡
所

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
８
６
２
０
）

　
働
き
た
い
け
ど
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
っ
て
何
か
ら
始
め
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
。

　
子
育
て
中
で
就
職
し
た
い
が
、

一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
。

　
そ
ん
な
女
性
を
応
援
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
９
日
㈪

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

▽
会
場
　
い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

　
　
　
　
３
０
１
研
修
室
　
　
　

▽
内
容
　
自
分
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ

　
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
、
会
い

　
た
い
と
思
わ
せ
る
履
歴
書
の
書

　
き
方
、
模
擬
面
接
　
な
ど

▽
参
加
費
　
無
料

▽
対
象
　
働
き
た
い
と
希
望
す
る

　
女
性

▽
定
員
　
先
着
16
人
程
度

※
　
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

▽
申
込
締
切
　
９
月
４
日
㈬

※
　
託
児
希
望
の
人
は
８
月
30
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
問
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン

タ
ー
浜
田

（
☎
０
８
５
５
‐
25
‐
５
２
０
７
）

21

　
　

三
瓶
木
工
館

第
16
回
大
田
市
俳
句
大
会

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

女
性
の
た
め
の
再
就
職

応
援
セ
ミ
ナ
ー

【受付時間】平日／19：00～翌朝９：00
　　　　　　土日・祝日／９：00～翌朝９：00
　※　東京都内までの通話料が必要です。

つながらない場合　☎03‐3478‐1060

子ども医療電話相談

＃８０００

申

申

申申

申

介護保険料の還付金詐欺に注意！
　介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内
することはありません。不審な場合は、介護保
険課へお問い合わせください。
　　　　　 問介護保険課（☎0854‐83‐8063)
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2,000円

22

検診車での乳がん検診
　　　　　　　　　　　　　　　　予約受付を開始します！

８月１日㈭　より予約開始
　昨年度、乳がん検診を受けていない人は
今年度対象です。定期的に受けている人も、
しばらく受けていない人も、ご自身の健康
管理のために検診を受けましょう。　
　市では、９月から検診車での乳がん検診
を開始します。検診車での乳がん検診をご
希望の人は、右のスケジュールを確認し、
下記の二次元コードを読み取りお申込みい
ただくか、健康増進課（☎0854‐83‐8151）
へご連絡ください。
　検診車では、子宮頸がん検診や大腸がん
検診を同時に受診できる日もあります。
　また、医療機関では１年を通して乳がん
検診を受けることができます。医療機関で
の検診をご希望の人は、「健康ガイド８月」
のページをご参照ください。（15ページ）

検診自己負担

予約方法

問健康増進課（☎0854‐83‐8151）

　昨年度受診された人のうち、「異常あ

り」であった人、または医療機関を受診

中の人は、 検診の間隔や内容について

主治医に相談の上、ご自身にあった医療

や検診を受けてください。

検診車の予約はこちらから

９：30～11：30

13：30～15：30

９：30～11：30

13：30～15：30

９：30～11：30

13：30～15：30

17：00～19：00

９：30～11：30

13：30～15：00

17：00～19：00

９：30～11：30

13：30～15：30

９：30～11：30

13：30～15：30

９：30～11：30

13：30～15：30

13：30～15：30

17：00～19：00

９：30～11：30

13：30～15：30

９：30～11：30

13：30～15：30

13：30～15：30

17：00～19：00

９：30～11：30

13：30～15：30

９月10日㈫

９月13日㈮

９月26日㈭

10月２日㈬

10月３日㈭

10月16日㈬

10月17日㈭

11月14日㈭

11月15日㈮

12月11日㈬

12月17日㈫

12月18日㈬

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

温泉津まちづくり
センター

仁摩保健センター

仁摩保健センター

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

大田市民会館

日程 受付期間 会場

子宮

子宮

子宮

子宮

子宮

子宮
大腸

子宮
大腸

子宮
大腸
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募
集

全国一斉
「こどもの人権相談」強化週間

野外焼却（野焼き）
法律で禁止されています二十歳の代表者

「子育てアプリおおだっこ（母子モ）」
妊娠、出産、育児をサポート

ぼ　 し　　も

　来年１月４日に大田市民会館で開催する「二十歳の
つどい」において、「決意表明」と「記念品受領」を
する代表者を募集しています。

▽募集内容　決意表明者（２人程度）
　市長の前で決意表明を読み上げます。
※　表明文はご自身の決意を文章にまとめ、後日提出
していただきます。
※　令和５年度二十歳のつどいの「決意表明文」は、
市ホームページに掲載しています。
▽記念品受領者（１人）
　市長から記念品を受け取ります。
▽応募資格　平成16年４月２日～平成17年４月１日の
　間に生まれ、12月27日㈮午後におこなう市民会館で
　のリハーサルに参加ができる人
▽募集期限　８月30日㈮　17時まで
▽応募方法　電話・ファックス・Ｅメール
※　住所・氏名・電話番号にあわせ、決意表明・記念
品受領のいずれかを希望する旨をお知らせください。
※　応募者多数の際は、抽選をおこないます。
　　　・問社会教育課
　　☎0854‐83‐8125／FAX 0854‐84‐9156
　　Eメール o-syakyou@city.oda.lg.jp

　「近所でごみを燃やしていて臭くて困る」「煙で窓が開
けられない」「洗濯物が汚れた」など、ごみの野外焼却
についての苦情が多く寄せられています。
　畑や庭からでた草は「燃やせるごみ」として指定袋に
入れ、収集場所に出しましょう。
　農業または林業を営むうえで、やむを得ず草を燃やす
場合は、よく乾かし、少量ずつ短時間で燃やすなど、ご
近所の迷惑にならないようにしてください。
　また、バケツに水を準備し、火が消えるまでは、その
場から離れないでください。
　地面に穴を掘っての焼却、ドラム
缶を使用した焼却、ブロックを積ん
での焼却なども野外焼却となります。
　家庭から出るごみ、プラスチック
類・ビニール類は、焼却できません。
必ず、市の収集に出してください。
　廃棄物の野外焼却は法律により禁止されています。違
反すると５年以下の懲役、1,000万円（法人は３億円）
以下の罰金または、その両方が科せられることがありま

す。

　　　　　　　  　　問環境政策課（☎0854‐83‐8069）

　松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合会では、
こどもをめぐる、さまざまな人権問題の解決を図るた
めの取り組みの一つとして、８月21日から８月27日ま
での１週間を、全国一斉「こどもの人権相談」強化週
間と定め、相談受付時間を通常より延長して電話相談
をお受けします。
　学校での「いじめ」や家庭内における児童虐待など、
学校生活や日常生活の中で悩みがある人やその保護者
は、１人で悩まずにご相談ください。相談は無料で、
秘密は守られます。

◇期　間　令和６年８月21日㈬から27日㈫まで
◇時　間　午前８時30分から午後７時まで
　　　　　（ただし、土曜日・日曜日は午前10時から
　　　　　　午後５時まで）
◇電　話　０１２０－００７－１１０
　　　　　（フリーダイヤル）
◇相談員　法務局職員または人権擁護委員

　　　　　　　　　　問松江地方法務局人権擁護課
　　　　　　　　　　　　　　　（☎0852‐32‐4260）

　市が提供する、子育てアプリです。子育てに役立つ機
能がたくさんありますので、ぜひご活用ください。
◇できること◇
・妊娠中の健診記録やお子さんの成長記録・予防接種の
　スケジュール管理ができます。
・お子さんの写真、成長日記などをご家族で共有するこ
　とができます。
・大田市から妊娠や子育て期を対象とした教室や地域の
　イベント情報が届きます。
・日本語のほか、外国語（12言語）での利用も可能です。
・出産・育児に関するアドバイスの提供など、育児や仕
　事に忙しい家族を助けてくれる便利な機能が充実して
　います。
・費用は無料です。（ただし、端末を利用する際のWeb
　通信料がかかります）

　　　　　　 問子ども家庭支援課（☎0854‐83‐8152）

おおだっこ
（母子モ）

申
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ごみの持ち込み

大田（橋北）
大田（橋南）
川合・久利
久手（鳥越含む）
鳥井・長久（新諸友含む）
静間・五十猛・大屋
富山・朝山・波根
大森・水上・祖式・大代
三瓶・山口（大田野城含む）
仁摩地区 
温泉津地区
▼不燃粗大ごみ　
大田（橋南）
大森・水上・祖式・大代

８月不燃ごみの収集日

21
23
22
26
30
20
28
29
19
27
29

日

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
　　　　　（静間町／一般家庭のみ）
※　事業所は持込みできません。
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
※　事業所は持ち込みできません。
※　平日は一般家庭の持ち込みもでき
ません。

【平日】（祝日・休日は除く）
一般家庭　９時～16時
事 業 所　９時～15時
【休日】　４日・18日　
一般家庭　８時30分～11時30分
※　事業所は休日に持ち込みできま
せん。

24

日７
２
１
15
９
６
14
８
５
13
８

16日
22日

おおだの夏祭り情報

第３８回　にまごいせ祭り
▽日時　７月20日㈯　　16時～21時
▽会場　仁摩サンドミュージアム周辺（仁摩健康公園内）
▽内容　出店、ステージイベント、打上花火　など
問銀の道商工会経営支援センター（☎0854‐88‐2513）

第４２回　天領さん
◇大田会場
▽日時　８月３日㈯　　13時～21時
▽会場　大田市民会館駐車場周辺
▽内容　eスポーツ大会、ウォーターサバゲ―、松江だんだんプロレス、
　　　　正調踊り、石見銀山天領太鼓、屋台　など
問大田会場実行委員会（メール：tenryo.od@gmail.com）

◇久手会場
▽日時　８月４日㈰　　17時30分～21時30分
▽会場　久手港周辺
▽内容　ソーラン節、漁船パレード、灯篭流し、地域イベント、
　　　　打上花火　など
問大田市港まつり協賛会（久手まちづくりセンター内）（☎0854‐82‐8307）

◇大森会場　
▽日時　８月25日㈰　　10時～15時
▽会場　大森町内・町並み交流センター
▽内容　江戸のヒーロー（水戸黄門、姫、忍者など）、銀力車無料乗車、
　　　　縁日（銀すくい、射的、くじ引きなど）、各イベント　など
問大森会場実行委員会（大森まちづくりセンター内）（☎0854‐89‐0330）

第５０回　温泉津温泉夏祭り
▽日時　８月10日㈯　　17時～21時
▽会場　温泉津港周辺
▽内容　温泉津グルメ横丁、エキサイティングステージ、打上花火　など
▽入場料　一人1,000円（高校生以下無料）
　　　　　前売券：銀の道商工会　　当日券：入場ゲート
問温泉津温泉夏祭り実行委員会（銀の道商工会内）（☎0855‐65‐1110）
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　・問県央保健所健康増進課（☎0854‐84‐9823）申

申

申

８月の相談

25

生活相談

こころの健康相談（要予約）

難病相談

ふくし
よろず
相　談

月～金
９時～17時
専用電話
0854‐84‐7577

暮らしの困りごと、悩みご
とに関する総合的なサ
ポート
（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　談

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

６日㈫　
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

市社会福祉協議会本所

しまね難病相談支援
センター（出雲市）
（☎0853‐24‐8510）

　・問市社会福祉協議会本所（☎0854‐82‐0091）

23日㈮ 13時30分～15時30分 県央保健所

エイズ・肝炎検査、骨髄バンク登録（要予約）

　・問県央保健所　医事・難病支援課（☎0854‐84‐9825）
６日㈫・20日㈫ ９時30分～11時 県央保健所

２日・９日・23日・
30日（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
３回目の継続相談
から有料。

移動ナースバンク

問島根県ナースセンター（☎0852‐27‐8510）
28日㈬ 13時30分～16時 ハローワーク石見大田

９日㈮ 19時～20時30分

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）
３日㈯ 10時～11時30分

大田まちづくりセンター

問大田はぴこ会事務局（☎080‐2940‐7266）
電話受付：平日10時～18時、第２金曜日10時～21時

月曜日～金曜日
８時30分～16時30分
電話相談のみ
３日㈯ ９時～11時30分

一般相談

就労相談
（要予約）

14日㈬　
13時30分～15時30分

年金相談（要予約）
６日㈫　10時～15時

市役所４階大講堂
22日㈭　10時～15時

交通事故相談（要予約）

　出雲年金事務所お客様相談室（☎0853‐24‐0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854‐83‐8154）
※　ご予約は出雲年金事務所お客様相談室まで

申

　島根県交通事故相談所（松江市）（☎0852‐22‐5102）
問危機管理課（☎0854‐83‐8009）

６日㈫　９時～15時 市役所２階第２会議室
申

２日㈮　９時～12時 おおだふれあい会館
人権相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

２日㈮　９時～12時 市役所３階第２会議室
行政相談

問人権推進課（☎0854‐83‐8038）

23日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館
石見法律相談センター相談会（要予約）

若者就労相談（要予約）
９日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

　・問石見法律相談センター（☎0855‐22‐4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
申

　ハローワーク石見大田（☎0854‐82‐8609）
　サポートステーション出雲（☎0853‐31‐6663）
申
申

　市役所本庁の税務課収納管理係で市税・国民健康保険
料・後期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）
　７月29日㈪、30日㈫、31日㈬
　８月28日㈬、29日㈭、30日㈮
★休日納付・相談窓口（10時～14時）
　８月18日㈰

  問税務課収納管理係（☎0854‐83‐8026）

納期限および口座振替日
固定資産税
市県民税

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

９月２日
－

２期
２期
２期

７月31日
２期
－

１期
１期

期限内に納付をお願いします税・保険料
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清掃活動に参加した銀の道商工会 青年部・女性部、ＪＲ関係者、ＪＡしまね温泉津支店職員、
地元小学生の皆さん

清掃活動をおこなう参加者たち

銀
の
道
商
工
会 

青
年
部
・
女
性
部
な
ど
が

銀
の
道
商
工
会 

青
年
部
・
女
性
部
な
ど
が

Ｊ
Ｒ
温
泉
津
駅
の
清
掃
活
動

Ｊ
Ｒ
温
泉
津
駅
の
清
掃
活
動

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
寝
台
列
車

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞

風
」
が
、
今
秋
か
ら
Ｊ
Ｒ
温
泉
津

駅
に
停
車
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

６
月
４
日
、
地
元
の
人
た
ち
が
歓

迎
ム
ー
ド
を
高
め
よ
う
と
駅
舎
の

大
掃
除
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　「
瑞
風
」は
山
陰
上
り
コ
ー
ス
運

行
中
に
、
Ｊ
Ｒ
温
泉
津
駅
に
立
ち

寄
り
、
降
車
し
た
乗
客
は
専
用
バ

ス
で
石
見
銀
山
（
大
森
町
）
に
向

か
い
、
町
並
み
の
見
学
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
き
れ
い
な
駅
舎

で
乗
客
を
迎
え
よ
う
と
、
銀
の
道

商
工
会
の
青
年
部
と
女
性
部
が
共

同
で
企
画
。
Ｊ
Ｒ
関
係
者
や
併
設

す
る
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
温
泉
津
支
店
の

職
員
、
地
元
小
学
生
た
ち
な
ど
約

40
人
が
温
泉
津
駅
に
集
ま
り
、
駅

舎
の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

　
天
井
の
ほ
こ
り
を
払
っ
た
り
、

窓
や
ベ
ン
チ
を
拭
い
た
り
し
た
ほ

か
、
駅
舎
内
に
新
し
く
石
見
神
楽

面
や
温
泉
津
焼
を
展
示
す
る
な
ど

「
温
泉
津
」
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
の
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
さ
せ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
地
元
の
小
学
生
な
ど
に

よ
る
「
瑞
風
」
の
塗
り
絵
も
飾
ら

れ
、
歓
迎
ム
ー
ド
を
高
め
る
準
備

を
し
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
６
月
の
運
行
開
始

以
来
、
７
年
間
に
わ
た
り
、
旗
を

振
り
続
け
た
地
元
の
人
た
ち
の
熱

心
な
歓
迎
が
実
り
、
い
よ
い
よ
今

秋
か
ら
乗
客
と
の
触
れ
合
い
が
始

ま
り
ま
す
。

　
銀
の
道
商
工
会
青
年
部
の
河
村

隆
弘
部
長
は
「『
瑞
風
』
が
来
る

こ
と
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
い
、
迎
え
入
れ
る
ム
ー
ド
を

盛
り
上
げ
た
い
。
き
れ
い
な
駅
舎

を
維
持
で
き
る
よ
う
地
元
の
人
た

ち
と
体
制
づ
く
り
を
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。


